










近年 CSR への関心が高まってきている。多くの CSR 規則が制定され、
CSRに関する法規が整えられている。企業において、各種の行動規範、
CSR 評価基準や SRI 基準等が備えられてきた。同時に企業の事業活動の
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止の社会貢献」である。従来の CSRを超える高いレベルの CSR が求められ
ている現実と矛盾している。




























本研究を通じて ⑴消費者の視角から CSR 活動とブランと影響力との相
乗効果を証明する；⑵コストがわりに低くブランド影響力に正の影響を与える
CSR 活動の共通点といった二点を補足したい。
本論は CSRの沿革、企業の課題、消費者の要請及び戦略的 CSRといっ
た四つの部分から構成されている。
第一章では CSRの起源、各国におけるCSR発展及び中国におけるCSR
の現状を述べ、以上 3 点を踏まえてCSRの課題を明示し、更に社会にとっ
ての CSRの必要性を分析する。第二章では同質化が進んでいる今日にあっ
て、企業の直面している課題を整理し、企業の差別化戦略の実現の新たな
ルートであるCSRを述べ、企業の角度から CSRの必要性を解明する。第
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三章では消費者の消費意識の変化を論じ、消費者向けアンケート調査を通
じて消費者の要請を引き出す。第四章では CSRに取り組んでいる企業実例
を整理し、企業の社会的責任活動の共通点を分析し、さらに、企業向けア
ンケート調査の結果をまとめ、戦略的 CSRの必要性を証明し、戦略的 CSR
のポイントを明らかにする。
本論文は、日中学者の先行研究をベースに、CSRの沿革を述べ、社会に
とってCSRの必要性を論述し、現在におけるCSRの新たな課題を抽出し
た；同時に企業の課題を探求し、解決方法としての CSRの企業にとっての重
要性を分析した；更に事例分析とアンケート調査の実施を通じて消費者の要
請及び企業の行動を合わせて戦略的 CSRの必要性およびポイントを提示し
た。
社会にとってCSR は社会課題を解決することができ、社会の持続可能な
発展を促進する。企業にとってCSR はステークホルダーの期待に応え、企
業の新時代の課題である「差別化戦略」の新たな実現のルートとしてブラン
ド影響力を向上させる事が出来る。社会側であれ、企業側であれ、CSR は
必要不可欠である。しかし、企業の CSR への取り組む現状は楽観的ではな
い。このような停滞するCSRの現状を変えるために、企業責任者の「CSR
は単なる社会貢献だ」という考え方を変えなければならない。企業責任者に
CSRのもたらす経済的効果及び戦略的 CSRのポイントを明示することを通じ
て、企業の CSR への積極的な参与を図る。
事例調査及びアンケート調査を通じて、戦略的 CSRのポイントを明らかに
した：⑴企業の事業活動との相関度 ⑵ステークホルダーの要請度 ⑶政府
の主導といった三つの指標を合わせて、バランスを取りながら CSRに取り組
むのは戦略的 CSRのポイントである。
以上、本論文の主たる研究の結果を示したが、本論文の研究の成果は中
国企業の CSR 行動への取組を効果的に実施するための情報提供をし、CSR
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の更なる発展に寄与するものである。と同時に、本論文の研究の成果は経
済、環境、社会において多くの分野における企業の社会的責任活動に関す
る事例分析を積み重ねることによって、企業が経済、環境、社会のバランス
を取れた持続可能な企業経営を実現するための、有効なガイドとしての役割
を果たすことになる。
グローバル経済の進展に伴い、環境問題の深刻化をはじめ企業と社会の
共生を実現する責任ある行動が求められ、今後もCSR は国際的大きく取り
上げられると予想する。社会に強く期待されている大企業だけではなく、中
小企業の社会的責任活動もステークホルダーに要求され始めるであろう。今
後、コミュニティと密接している中小企業の CSR への取り組みに関する課題
を解明する必要性があると考えられる。
